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410沖縄で生きた父と私
私
も
覚
悟
を
決
め
て
、
辺
野
古
の
基
地
建
設
反
対
運
動
の
現
場
で
マ
イ
ク
を
握
っ
た
り
、
沖
縄
の
運
動
に
連
帯
す
る
東
京
の
集
会
で
発
言
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
沖
縄
の
現
状
に
つ
い
て
、
講
演
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
沖
縄
へ
の
里
帰
り
の
機
会
も
増
え
た
の
だ
が
、
新
聞
労
連
の
活
動
の
話
を
聞
く
晩
年
の
父
の
姿
は
、
ど
こ
か
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
違
う
道
に
進
ん
で
い
っ
た
息
子
が
、
再
び
戻
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
親
孝
行
も
あ
る
の
か
と
、
不
思
議
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た
。
沖
縄
と
東
京
で
離
れ
て
暮
ら
す
日
々
が
日
常
だ
っ
た
の
で
、
ま
だ
父
の
死
を
実
感
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
里
帰
り
の
時
に
は
、
ど
こ
か
ら
か
出
て
き
て
、
照
れ
く
さ
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
「
最
近
ど
う
だ
」
と
、
声
を
掛
け
て
く
れ
そ
う
な
気
さ
え
す
る
ほ
ど
だ
。
沖
縄
と
改
め
て
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
て
、
改
め
て
父
の
存
在
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
。
著
作
を
読
み
返
す
機
会
も
増
え
た
。
沖
縄
の
不
条
理
を
厳
し
く
訴
え
続
け
た
生
涯
は
、
し
っ
か
り
一
本
の
筋
が
通
っ
て
お
り
、
男
の
生
き
方
と
し
て
潔
さ
を
感
じ
る
。
教
育
者
で
あ
り
、
反
基
地
闘
争
の
活
動
家
で
あ
り
、
沖
縄
戦
後
史
の
記
録
者
で
も
あ
っ
た
父
。
結
果
的
に
私
と
弟
は
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
、
分
担
し
て
追
い
続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
411 共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
共
同
研
究
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
」
を
ご
一
緒
し
て今　
泉
　
裕
美
子
私
が
新
崎
盛
暉
先
生
と
接
し
え
た
の
は
、
国
際
関
係
学
を
学
び
、
研
究
対
象
に
旧
南
洋
群
島
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
を
据
え
て
研
究
し
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
母
校
津
田
塾
大
学
と
法
政
大
学
で
学
生
、
教
員
と
し
て
過
ご
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
先
生
の
広
範
な
ご
活
動
の
な
か
で
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
時
期
と
機
会
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
新
崎
先
生
と
出
会
え
た
き
っ
か
け
は
、
私
が
指
導
を
受
け
た
先
生
方
が
新
崎
先
生
と
研
究
や
教
育
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。当
時
、
母
校
の
専
任
教
員
に
は
沖
縄
研
究
の
専
門
家
は
い
な
か
っ
た
が
、
教
員
は
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
や
方
法
論
か
ら
沖
縄
を
「
専
門
」
と
し
て
論
じ
た
。
沖
縄
の
こ
と
は
国
内
問
題
、
あ
る
い
は
沖
縄
が
国
際
問
題
た
り
え
る
の
は
日
米
の
軍
事
・
外
交
問
題
だ
か
ら
、
と
の
認
識
が
多
い
中
、
母
校
の
教
員
が
論
じ
た
の
は
、
沖
縄
と
い
う
「
地
域
」
に
生
き
る
人
々
の
具
体
的
な
現
実
か
ら
「
国
際
関
係
」
の
課
題
を
見
出
し
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
、
同
時
に
、
取
り
組
む
自
ら
の
立
場
を
沖
縄
と
の
関
係
性
の
な
か
で
常
に
問
い
な
お
す
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
新
崎
先
生
が
提
起
さ
れ
た
多
く
の
課
題
の
な
か
で
私
が
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
右
の
点
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
課
題
と
の
格
闘
は
今
412共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
な
お
続
い
て
い
る
。「
新
崎
盛
暉
さ
ん
の
業
績
を
振
り
返
り
引
き
継
ぐ
会
」
で
は
、
こ
の
点
を
中
心
に
お
話
し
す
る
機
会
を
頂
い
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
お
話
し
を
続
け
る
形
で
、
先
生
を
含
む
四
名
で
行
っ
た
共
同
研
究
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
」
に
つ
い
て
記
し
た
い
。
〇
第
三
八
回
南
洋
群
島
慰
霊
墓
参
団
へ
の
参
加
二
〇
〇
八
年
三
月
頃
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
新
崎
先
生
か
ら
、
沖
縄
の
「
南
洋
群
島
帰
還
者
会
」（
以
後
、
帰
還
者
会
）
が
主
催
す
る
慰
霊
墓
参
団
に
恵
子
さ
ん
と
二
人
で
参
加
す
る
、
と
ご
連
絡
を
頂
い
た
。
帰
還
者
会
は
一
九
四
八
年
に
発
足
、「
会
員
の
伝
統
的
団
結
力
の
も
と
相
互
の
連
係
を
緊
密
に
し
、
親
睦
を
深
め
」、「
戦
没
者
並
び
に
開
拓
殉
難
者
の
慰
霊
」
と
「
旧
南
洋
群
島
と
の
親
善
友
好
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た
、
会
費
も
な
い
ゆ
る
や
か
な
組
織
で
あ
る
（「
南
洋
群
島
帰
還
者
会
会
則
」（
一
九
八
三
年
六
月
二
三
日
施
行
）
。
先
生
が
墓
参
団
に
参
加
す
る
際
の
関
心
は
、「
南
洋
群
島
慰
霊
墓
参
団
に
参
加
し
て
」（『
け
ー
し
風
』
第
五
九
号
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）
か
ら
引
用
す
れ
ば
、『
け
ー
し
風
』（
第
三
二
号
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
で
「
旧
南
洋
群
島
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
」
を
特
集
し
た
時
か
ら
「
そ
れ
な
り
の
関
心
」
を
持
ち
、
ま
た
「
わ
れ
ら
少
国
民
」
と
し
て
「
サ
イ
パ
ン
玉
砕
」
の
報
道
も
「
生
の
記
憶
」
に
あ
っ
た
し
、
テ
ニ
ア
ン
は
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
搭
載
機
の
発
進
基
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
墓
参
団
は
、
一
六
回
目
（
一
九
八
五
年
）
以
来
参
加
者
が
初
め
て
一
〇
〇
名
に
届
か
413 共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
ず
、
よ
り
積
極
的
に
一
般
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
た
。
同
年
の
「
慰
霊
の
日
」
に
行
わ
れ
た
総
会
で
、
宜
野
座
朝
憲
帰
還
者
会
会
長
（
当
時
）
は
「
私
た
ち
が
南
洋
の
地
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
「
記
憶
の
継
承
」
を
今
後
の
活
動
の
「
最
も
大
き
な
課
題
」
と
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
の
交
流
・
慰
霊
事
業
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
方
法
を
検
討
す
る
時
期
を
迎
え
た
、
と
初
め
て
明
言
し
た
（
宜
野
座
朝
憲
「
ご
あ
い
さ
つ
」
安
里
嗣
淳
編
『
平
成
二
〇
年
度
南
洋
群
島
帰
還
者
会
総
会
並
び
に
懇
親
会
』
宜
野
座
朝
憲
、
二
〇
〇
八
年
六
月
二
三
日
に
も
収
録
）。「
記
憶
の
継
承
」
を
強
調
す
る
背
景
に
は
、
帰
還
者
の
高
齢
化
や
減
少
に
加
え
二
〇
〇
七
年
の
教
科
書
検
定
問
題
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
が
当
時
取
材
し
た
中
で
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
五
月
二
五
日
か
ら
五
泊
六
日
の
旅
程
は
、
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
（
一
泊
）
で
慰
霊
祭
、
交
流
会
を
行
う
タ
イ
ト
な
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は
同
年
九
月
に
、
沖
縄
の
「
パ
ラ
オ
友
の
会
」
に
よ
る
パ
ラ
オ
（
ベ
ラ
ウ
共
和
国
）
墓
参
に
も
参
加
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
度
、
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
（
以
下
、
地
域
研
究
所
）
で
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
野
啓
子
さ
ん
（
沖
縄
大
学
）
を
研
究
代
表
に
、
新
崎
先
生
、
榮
野
川
敦
さ
ん
（
う
る
ま
市
史
編
纂
室
係
長
（
当
時
）
、
私
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
二
年
間
の
共
同
研
究
が
認
可
さ
れ
た
。
小
野
さ
ん
の
記
憶
に
よ
る
と
、
先
生
は
「
自
分
が
知
り
た
い
こ
と
は
研
究
会
に
し
て
し
ま
う
の
が
一
番
だ
」
と
、
小
野
さ
ん
に
申
請
を
呼
び
か
け
た
と
い
う
が
、
既
述
の
よ
う
な
墓
参
団
へ
の
参
加
と
、
今
一
つ
の
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
二
〇
〇
九
年
三
月
、
私
が
代
表
を
務
め
る
「
移
民
史
の
比
較
研
究
」
班
（
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
日
本
：
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（
当
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）
、
私
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
二
年
間
の
共
同
研
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さ
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小
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さ
ん
の
記
憶
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小
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。
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史
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携
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本
：
414共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
交
流
と
表
象
」。
本
研
究
班
の
成
果
は
今
泉
裕
美
子
他
編
『
日
本
帝
国
崩
壊
期
「
引
揚
げ
」
の
比
較
研
究
―
国
際
関
係
と
地
域
の
視
点
か
ら
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
、
と
し
て
刊
行
）
が
、
地
域
研
究
所
と
の
共
催
で
「
沖
縄
移
民
研
究
の
現
状
と
課
題
―
戦
前
日
本
の
勢
力
圏
を
中
心
と
し
て
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
先
生
が
聞
き
に
こ
ら
れ
た
こ
と
だ
と
い
う
。
榮
野
川
さ
ん
は
研
究
班
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
小
野
さ
ん
は
地
域
研
究
所
所
員
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。
私
に
は
、
先
生
が
こ
の
時
期
に
「
知
り
た
い
」
と
動
か
れ
た
こ
と
、
そ
の
際
、
四
名
の
専
門
や
取
り
組
み
、
経
験
の
違
い
を
積
極
的
に
つ
な
い
で
、
地
域
研
究
所
の
活
動
と
し
て
共
同
を
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
、
先
生
に
よ
る
「
地
域
」
の
課
題
の
発
見
と
取
り
組
み
方
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
小
野
さ
ん
は
都
市
計
画
を
専
門
と
し
、
東
京
と
沖
縄
で
そ
の
実
務
に
携
わ
っ
た
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
旧
南
洋
群
島
の
植
民
地
都
市
を
研
究
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
人
町
の
都
市
構
造
の
研
究
も
さ
れ
て
い
た
。
榮
野
川
さ
ん
は
琉
球
・
沖
縄
史
を
専
門
と
し
、『
具
志
川
市
史
』
編
纂
の
一
環
と
し
て
移
民
・
出
稼
ぎ
編
も
担
当
、
南
洋
移
民
が
多
い
沖
縄
島
（
新
崎
先
生
の
表
現
に
倣
う
）
中
部
に
生
ま
れ
育
ち
、
日
々
の
く
ら
し
の
中
で
数
多
く
の
〝
南
洋
帰
り
〟
に
接
し
、
さ
ら
に
沖
縄
県
地
域
史
協
議
会
で
「
地
域
史
」
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
沖
縄
大
学
大
学
院
現
代
沖
縄
研
究
科
で
新
崎
先
生
の
指
導
も
受
け
、
二
〇
〇
八
年
度
に
修
士
号
と
現
代
沖
縄
奨
励
賞
を
得
た
社
会
人
修
了
生
で
も
あ
っ
た
。
先
生
を
質
問
役
と
し
て
研
究
課
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
楽
し
く
展
開
し
、
二
年
間
の
研
究
計
画
に
は
収
ま
ら
な
い
内
容
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
設
定
し
た
課
題
は
、
①
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
が
過
去
の
関
係
を
も
と
に
今
後
の
関
係
を
考
え
、
両
地
域
の
近
現
代
の
経
験
を
地
域
社
会
か
ら
見
直
す
き
っ
か
け
と
す
る
、
②
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
の
歴
史
や
経
415 共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
験
を
社
会
的
に
共
有
す
る
方
策
を
探
り
、
帰
還
者
の
体
験
の
継
承
、
資
料
の
保
存
共
有
、
両
地
域
史
の
交
流
を
は
か
る
、
と
し
た
。
以
下
、
紙
面
の
都
合
か
ら
研
究
経
過
の
み
を
記
し
た
い
。
初
年
度
は
、
目
的
①
に
関
す
る
活
動
で
、
南
洋
帰
り
の
体
験
を
「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
し
て
聴
き
取
り
、
戦
前
の
沖
縄
、
引
揚
げ
後
の
戦
後
沖
縄
の
歴
史
の
中
で
捉
え
、
沖
縄
の
近
現
代
史
を
問
い
直
す
こ
と
と
し
た
。
聴
き
取
り
で
は
テ
ー
マ
を
二
点
に
絞
り
、
一
つ
は
沖
縄
で
の
貧
困
の
深
刻
さ
が
南
洋
移
民
を
ど
の
よ
う
に
生
み
出
し
、
貧
困
を
克
服
し
よ
う
し
た
個
人
が
南
洋
群
島
社
会
で
い
か
な
る
経
験
を
積
み
、
そ
れ
が
引
揚
げ
後
、
沖
縄
で
の
生
活
再
建
や
地
域
の
復
興
に
ど
う
つ
な
が
っ
た
の
か
、
そ
し
て
こ
れ
ら
体
験
に
基
づ
く
帰
還
者
組
織
や
慰
霊
・
現
地
と
の
交
流
へ
の
関
わ
り
を
伺
っ
た
。
今
一
つ
は
、
沖
縄
島
中
部
離
島
の
漁
業
移
民
か
ら
南
洋
移
民
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
中
部
に
多
い
農
業
移
民
と
比
較
す
る
形
で
、
津
堅
島
の
漁
業
移
民
の
経
験
を
聴
い
た
。
津
堅
調
査
で
は
、『
具
志
川
市
史
』
を
担
当
し
て
き
た
佐
々
木
末
子
さ
ん
（
お
父
さ
ん
が
南
洋
帰
り
。
末
子
さ
ん
も
昆
布
土
地
闘
争
な
ど
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
住
民
運
動
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
）
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
き
か
っ
た
。
新
崎
先
生
は
調
査
に
加
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
調
査
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
企
画
構
想
に
取
り
組
ま
れ
た
。
最
終
年
度
二
〇
一
〇
年
に
は
、
地
域
研
究
所
の
土
曜
教
養
講
座
で
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
基
礎
講
座
」
全
二
回
を
開
催
し
た
。
第
一
回
目
（
一
一
月
六
日
）
は
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
入
門
：
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
崎
先
生
が
「
講
座
の
意
図
と
問
題
意
識
」、
私
が
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
概
説
」
を
担
当
し
た
。
第
二
回
目
（
一
二
月
四
日
）
は
「
沖
縄
414共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
交
流
と
表
象
」。
本
研
究
班
の
成
果
は
今
泉
裕
美
子
他
編
『
日
本
帝
国
崩
壊
期
「
引
揚
げ
」
の
比
較
研
究
―
国
際
関
係
と
地
域
の
視
点
か
ら
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
、
と
し
て
刊
行
）
が
、
地
域
研
究
所
と
の
共
催
で
「
沖
縄
移
民
研
究
の
現
状
と
課
題
―
戦
前
日
本
の
勢
力
圏
を
中
心
と
し
て
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
先
生
が
聞
き
に
こ
ら
れ
た
こ
と
だ
と
い
う
。
榮
野
川
さ
ん
は
研
究
班
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
小
野
さ
ん
は
地
域
研
究
所
所
員
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。
私
に
は
、
先
生
が
こ
の
時
期
に
「
知
り
た
い
」
と
動
か
れ
た
こ
と
、
そ
の
際
、
四
名
の
専
門
や
取
り
組
み
、
経
験
の
違
い
を
積
極
的
に
つ
な
い
で
、
地
域
研
究
所
の
活
動
と
し
て
共
同
を
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
、
先
生
に
よ
る
「
地
域
」
の
課
題
の
発
見
と
取
り
組
み
方
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
小
野
さ
ん
は
都
市
計
画
を
専
門
と
し
、
東
京
と
沖
縄
で
そ
の
実
務
に
携
わ
っ
た
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
旧
南
洋
群
島
の
植
民
地
都
市
を
研
究
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
人
町
の
都
市
構
造
の
研
究
も
さ
れ
て
い
た
。
榮
野
川
さ
ん
は
琉
球
・
沖
縄
史
を
専
門
と
し
、『
具
志
川
市
史
』
編
纂
の
一
環
と
し
て
移
民
・
出
稼
ぎ
編
も
担
当
、
南
洋
移
民
が
多
い
沖
縄
島
（
新
崎
先
生
の
表
現
に
倣
う
）
中
部
に
生
ま
れ
育
ち
、
日
々
の
く
ら
し
の
中
で
数
多
く
の
〝
南
洋
帰
り
〟
に
接
し
、
さ
ら
に
沖
縄
県
地
域
史
協
議
会
で
「
地
域
史
」
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
沖
縄
大
学
大
学
院
現
代
沖
縄
研
究
科
で
新
崎
先
生
の
指
導
も
受
け
、
二
〇
〇
八
年
度
に
修
士
号
と
現
代
沖
縄
奨
励
賞
を
得
た
社
会
人
修
了
生
で
も
あ
っ
た
。
先
生
を
質
問
役
と
し
て
研
究
課
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
楽
し
く
展
開
し
、
二
年
間
の
研
究
計
画
に
は
収
ま
ら
な
い
内
容
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
設
定
し
た
課
題
は
、
①
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
が
過
去
の
関
係
を
も
と
に
今
後
の
関
係
を
考
え
、
両
地
域
の
近
現
代
の
経
験
を
地
域
社
会
か
ら
見
直
す
き
っ
か
け
と
す
る
、
②
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
の
歴
史
や
経
415 共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
験
を
社
会
的
に
共
有
す
る
方
策
を
探
り
、
帰
還
者
の
体
験
の
継
承
、
資
料
の
保
存
共
有
、
両
地
域
史
の
交
流
を
は
か
る
、
と
し
た
。
以
下
、
紙
面
の
都
合
か
ら
研
究
経
過
の
み
を
記
し
た
い
。
初
年
度
は
、
目
的
①
に
関
す
る
活
動
で
、
南
洋
帰
り
の
体
験
を
「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
し
て
聴
き
取
り
、
戦
前
の
沖
縄
、
引
揚
げ
後
の
戦
後
沖
縄
の
歴
史
の
中
で
捉
え
、
沖
縄
の
近
現
代
史
を
問
い
直
す
こ
と
と
し
た
。
聴
き
取
り
で
は
テ
ー
マ
を
二
点
に
絞
り
、
一
つ
は
沖
縄
で
の
貧
困
の
深
刻
さ
が
南
洋
移
民
を
ど
の
よ
う
に
生
み
出
し
、
貧
困
を
克
服
し
よ
う
し
た
個
人
が
南
洋
群
島
社
会
で
い
か
な
る
経
験
を
積
み
、
そ
れ
が
引
揚
げ
後
、
沖
縄
で
の
生
活
再
建
や
地
域
の
復
興
に
ど
う
つ
な
が
っ
た
の
か
、
そ
し
て
こ
れ
ら
体
験
に
基
づ
く
帰
還
者
組
織
や
慰
霊
・
現
地
と
の
交
流
へ
の
関
わ
り
を
伺
っ
た
。
今
一
つ
は
、
沖
縄
島
中
部
離
島
の
漁
業
移
民
か
ら
南
洋
移
民
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
中
部
に
多
い
農
業
移
民
と
比
較
す
る
形
で
、
津
堅
島
の
漁
業
移
民
の
経
験
を
聴
い
た
。
津
堅
調
査
で
は
、『
具
志
川
市
史
』
を
担
当
し
て
き
た
佐
々
木
末
子
さ
ん
（
お
父
さ
ん
が
南
洋
帰
り
。
末
子
さ
ん
も
昆
布
土
地
闘
争
な
ど
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
住
民
運
動
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
）
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
き
か
っ
た
。
新
崎
先
生
は
調
査
に
加
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
調
査
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
企
画
構
想
に
取
り
組
ま
れ
た
。
最
終
年
度
二
〇
一
〇
年
に
は
、
地
域
研
究
所
の
土
曜
教
養
講
座
で
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
基
礎
講
座
」
全
二
回
を
開
催
し
た
。
第
一
回
目
（
一
一
月
六
日
）
は
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
入
門
：
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
崎
先
生
が
「
講
座
の
意
図
と
問
題
意
識
」、
私
が
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
概
説
」
を
担
当
し
た
。
第
二
回
目
（
一
二
月
四
日
）
は
「
沖
縄
416共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
：
戦
前
・
戦
後
・
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
二
部
構
成
で
行
い
、
第
一
部
「
戦
前
の
沖
縄
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
」
で
は
榮
野
川
さ
ん
が
「
沖
縄
の
南
洋
移
民
に
つ
い
て
（
概
説
）」、
続
い
て
「
南
洋
移
民
の
経
験
を
聞
く
」
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
、
サ
イ
パ
ン
帰
り
の
山
口
榮
文
さ
ん
（
泡
盛
製
造
業
の
家
に
育
ち
、
戦
前
引
揚
げ
て
沖
縄
戦
を
経
験
。
帰
還
者
会
理
事
、
サ
イ
パ
ン
会
、
ガ
ラ
パ
ン
会
、
南
十
字
の
会
で
活
動
）
に
語
っ
て
頂
い
た
。
第
二
部
「
戦
後
の
沖
縄
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
」
で
は
、
宜
野
座
輝
美
さ
ん
（
浦
添
市
立
図
書
館
沖
縄
学
研
究
室
嘱
託
員
（
当
時
）
が
「
南
洋
群
島
帰
還
者
会
の
歩
み
」
を
話
し
た
。
宜
野
座
さ
ん
は
祖
父
母
が
テ
ニ
ア
ン
帰
り
で
、
自
身
も
帰
還
者
会
に
関
わ
り
な
が
ら
『
浦
添
市
史
』
の
移
民
編
を
担
当
し
、
本
シ
ン
ポ
の
な
か
で
最
も
若
い
戦
後
世
代
で
あ
っ
た
。
共
同
研
究
の
成
果
は
、
刊
行
を
準
備
中
の
ま
ま
現
在
に
至
る
。
研
究
課
題
は
、
そ
の
時
点
ま
で
の
私
の
沖
縄
に
関
す
る
研
究
課
題
を
メ
ン
バ
ー
の
そ
れ
ら
と
つ
き
合
わ
せ
、
深
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
私
に
と
っ
て
は
今
な
お
追
究
す
べ
き
も
の
と
し
て
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
先
生
が
土
曜
講
座
に
示
さ
れ
た
「
問
題
意
識
」
を
私
の
関
心
か
ら
次
の
二
点
に
絞
り
、
私
な
り
の
先
生
か
ら
「
引
き
継
ぐ
」
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
第
一
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
の
過
去
と
現
在
の
関
係
を
、「
民
衆
の
生
活
レ
ベ
ル
に
お
け
る
つ
な
が
り
」
か
ら
考
え
、
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
、「
琉
球
弧
の
住
民
運
動
」
が
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
実
現
さ
せ
た
「
ベ
ラ
ウ
―
金
武
湾
―
水
俣
を
結
ぶ
学
び
の
旅
」
を
紹
介
し
、
八
一
年
の
論
考
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
ベ
ラ
ウ
の
独
立
と
引
き
換
え
に
、
軍
事
や
外
交
な
ど
の
権
限
を
奪
う
た
め
に
押
し
付
け
て
い
る
「
自
由
連
合
協
定
」
の
意
味
を
「
よ
り
よ
く
実
感
し
う
る
の
は
、
広
大
な
軍
事
基
地
や
C
T
S
の
押
し
付
け
と
闘
っ
て
い
る
住
民
417 共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
運
動
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
」。
そ
し
て
、
ベ
ラ
ウ
の
旅
で
学
ん
だ
人
た
ち
は
、
今
度
は
ベ
ラ
ウ
の
婦
人
た
ち
を
招
い
て
沖
縄
、
水
俣
を
見
せ
「
そ
の
誤
り
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
願
っ
た
」。
こ
う
し
た
交
流
が
、「
住
民
運
動
の
視
野
と
活
動
領
域
を
大
き
く
広
げ
つ
つ
あ
」
り
、「
国
際
的
3
3
3
連
帯
と
は
違
っ
た
民
衆
の
生
活
レ
ベ
ル
に
お
け
る
つ
な
が
り
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
」（
傍
点
は
原
文
）（
新
崎
盛
暉
「
琉
球
弧
か
ら
　
復
帰
一
〇
年
目
の
〝
共
和
国
〟
論
」『
毎
日
新
聞
』（
夕
刊
）
一
九
八
一
年
一
〇
月
三
〇
日
。
同
記
事
は
『
沖
縄
同
時
代
史
第
二
巻
　
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』
凱
風
社
、
一
九
九
二
年
に
再
録
）。
先
生
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
が
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
戦
略
的
信
託
統
治
か
ら
の
自
立
・
独
立
を
め
ぐ
り
大
変
な
困
難
の
中
に
あ
り
、
ベ
ラ
ウ
を
例
に
と
れ
ば
非
核
憲
法
を
掲
げ
て
独
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
力
で
「
初
心
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
を
紹
介
す
る
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
地
域
の
独
立
を
モ
デ
ル
に
沖
縄
独
立
を
論
じ
る
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
、
と
考
え
る
先
生
は
、
〇
八
年
に
ベ
ラ
ウ
を
訪
れ
て
そ
れ
を
改
め
て
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
帰
還
者
会
が
「
記
憶
の
継
承
」
を
主
張
し
始
め
た
時
期
に
、
先
生
の
「
問
題
意
識
」
の
二
点
目
と
し
て
、
日
本
の
南
洋
群
島
支
配
下
で
の
、
そ
し
て
引
揚
げ
後
の
、
移
民
の
具
体
的
な
経
験
を
「
知
り
た
い
」
と
動
か
れ
た
よ
う
に
思
う
。『
琉
球
弧
の
住
民
運
動
』
や
安
里
清
信
氏
の
『
海
は
ひ
と
の
母
で
あ
る
』（
晶
文
社
、
一
九
八
一
年
）
に
は
、
金
武
湾
の
海
人
、
運
動
の
担
い
手
に
南
洋
帰
り
が
お
り
、
特
に
女
性
た
ち
が
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ラ
ウ
と
沖
縄
は
海
に
生
存
を
委
ね
る
島
で
あ
り
、
ゆ
え
に
生
活
、
文
化
、
社
会
、
も
の
の
考
え
方
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
加
え
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
植
民
地
化
、
戦
場
化
、
軍
事
基
地
化
と
い
う
共
通
す
る
経
験
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
南
洋
帰
り
の
具
416共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
：
戦
前
・
戦
後
・
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
二
部
構
成
で
行
い
、
第
一
部
「
戦
前
の
沖
縄
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
」
で
は
榮
野
川
さ
ん
が
「
沖
縄
の
南
洋
移
民
に
つ
い
て
（
概
説
）」、
続
い
て
「
南
洋
移
民
の
経
験
を
聞
く
」
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
、
サ
イ
パ
ン
帰
り
の
山
口
榮
文
さ
ん
（
泡
盛
製
造
業
の
家
に
育
ち
、
戦
前
引
揚
げ
て
沖
縄
戦
を
経
験
。
帰
還
者
会
理
事
、
サ
イ
パ
ン
会
、
ガ
ラ
パ
ン
会
、
南
十
字
の
会
で
活
動
）
に
語
っ
て
頂
い
た
。
第
二
部
「
戦
後
の
沖
縄
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
」
で
は
、
宜
野
座
輝
美
さ
ん
（
浦
添
市
立
図
書
館
沖
縄
学
研
究
室
嘱
託
員
（
当
時
）
が
「
南
洋
群
島
帰
還
者
会
の
歩
み
」
を
話
し
た
。
宜
野
座
さ
ん
は
祖
父
母
が
テ
ニ
ア
ン
帰
り
で
、
自
身
も
帰
還
者
会
に
関
わ
り
な
が
ら
『
浦
添
市
史
』
の
移
民
編
を
担
当
し
、
本
シ
ン
ポ
の
な
か
で
最
も
若
い
戦
後
世
代
で
あ
っ
た
。
共
同
研
究
の
成
果
は
、
刊
行
を
準
備
中
の
ま
ま
現
在
に
至
る
。
研
究
課
題
は
、
そ
の
時
点
ま
で
の
私
の
沖
縄
に
関
す
る
研
究
課
題
を
メ
ン
バ
ー
の
そ
れ
ら
と
つ
き
合
わ
せ
、
深
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
私
に
と
っ
て
は
今
な
お
追
究
す
べ
き
も
の
と
し
て
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
先
生
が
土
曜
講
座
に
示
さ
れ
た
「
問
題
意
識
」
を
私
の
関
心
か
ら
次
の
二
点
に
絞
り
、
私
な
り
の
先
生
か
ら
「
引
き
継
ぐ
」
こ
と
を
考
え
て
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い
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第
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ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
沖
縄
の
過
去
と
現
在
の
関
係
を
、「
民
衆
の
生
活
レ
ベ
ル
に
お
け
る
つ
な
が
り
」
か
ら
考
え
、
未
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に
つ
な
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
先
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は
、「
琉
球
弧
の
住
民
運
動
」
が
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
実
現
さ
せ
た
「
ベ
ラ
ウ
―
金
武
湾
―
水
俣
を
結
ぶ
学
び
の
旅
」
を
紹
介
し
、
八
一
年
の
論
考
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
ベ
ラ
ウ
の
独
立
と
引
き
換
え
に
、
軍
事
や
外
交
な
ど
の
権
限
を
奪
う
た
め
に
押
し
付
け
て
い
る
「
自
由
連
合
協
定
」
の
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を
「
よ
り
よ
く
実
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し
う
る
の
は
、
広
大
な
軍
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地
や
C
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の
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る
住
民
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縄
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と
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は
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録
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独
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困
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に
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、
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を
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に
と
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非
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憲
法
を
掲
げ
て
独
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が
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ア
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の
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力
で
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を
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る
こ
と
は
で
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か
っ
た
」
こ
と
を
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介
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る
。
ミ
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ロ
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シ
ア
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地
域
の
独
立
を
モ
デ
ル
に
沖
縄
独
立
を
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じ
る
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
、
と
考
え
る
先
生
は
、
〇
八
年
に
ベ
ラ
ウ
を
訪
れ
て
そ
れ
を
改
め
て
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
帰
還
者
会
が
「
記
憶
の
継
承
」
を
主
張
し
始
め
た
時
期
に
、
先
生
の
「
問
題
意
識
」
の
二
点
目
と
し
て
、
日
本
の
南
洋
群
島
支
配
下
で
の
、
そ
し
て
引
揚
げ
後
の
、
移
民
の
具
体
的
な
経
験
を
「
知
り
た
い
」
と
動
か
れ
た
よ
う
に
思
う
。『
琉
球
弧
の
住
民
運
動
』
や
安
里
清
信
氏
の
『
海
は
ひ
と
の
母
で
あ
る
』（
晶
文
社
、
一
九
八
一
年
）
に
は
、
金
武
湾
の
海
人
、
運
動
の
担
い
手
に
南
洋
帰
り
が
お
り
、
特
に
女
性
た
ち
が
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ラ
ウ
と
沖
縄
は
海
に
生
存
を
委
ね
る
島
で
あ
り
、
ゆ
え
に
生
活
、
文
化
、
社
会
、
も
の
の
考
え
方
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
加
え
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
植
民
地
化
、
戦
場
化
、
軍
事
基
地
化
と
い
う
共
通
す
る
経
験
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
南
洋
帰
り
の
具
418共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
験
が
彼
ら
の
運
動
を
作
り
出
し
た
の
か
、
は
み
え
づ
ら
い
。
運
動
仲
間
、
生
活
や
仕
事
を
と
も
に
す
る
者
同
士
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、 
し
か
も
八
〇
年
代
初
頭
の
沖
縄
で
は
、
南
洋
帰
り
の
人
た
ち
に
南
洋
体
験
を
聞
き
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
先
生
は
別
の
論
考
で
、
七
〇
、八
〇
年
代
の
沖
縄
の
闘
い
は
「
見
え
に
く
い
」
が
、
九
〇
年
代
中
期
以
後
の
「
島
ぐ
る
み
」
的
な
闘
い
と
地
下
水
脈
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
先
生
が
沖
縄
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
が
「
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
と
き
、
私
に
は
、
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
一
方
の
変
化
が
他
方
の
変
化
を
生
み
出
す
こ
と
、
住
民
が
自
立
す
る
た
め
に
は
、
問
題
に
〝
関
わ
る
〟
者
が
そ
の
変
化
を
見
極
め
、
双
方
の
地
域
の
「
民
衆
の
生
活
レ
ベ
ル
」
の
ど
の
よ
う
な
経
験
を
引
き
受
け
、
つ
な
げ
、
自
身
が
現
在
を
生
き
る
か
、
に
鍵
が
あ
る
と
聞
こ
え
る
。
在
沖
米
軍
再
編
で
は
グ
ア
ム
へ
の
基
地
機
能
の
移
転
が
決
ま
っ
た
が
、
南
洋
移
民
が
生
活
の
糧
を
得
た
テ
ニ
ア
ン
島
及
び
隣
接
す
る
パ
ガ
ン
島
も
そ
の
対
象
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
、
日
米
共
同
統
合
演
習
（K
een Sw
ord
（以
下
K
S
）
17
）
で
、
自
衛
隊
は
テ
ニ
ア
ン
で
島
嶼
防
衛
の
た
め
、
KS
開
始
以
来
初
の
揚
陸
訓
練
を
し
た
。
自
衛
隊
人
員
は
約
二
・
五
万
人
で
、
米
軍
人
員
約
一
・
一
万
人
と
あ
わ
せ
る
と
約
三
・
六
万
人
が
参
加
（
統
合
幕
僚
監
部
「
平
成
28
年
度
日
米
共
同
統
合
演
習
（
実
動
演
習
）「K
een Sw
ord17/28FT
X
」
に
つ
い
て
」
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
一
日
）、
一
九
四
二
年
の
テ
ニ
ア
ン
総
人
口
約
一
・
六
万
人
の
二
倍
以
上
の
人
数
で
あ
る
。
一
九
年
に
米
海
軍
は
同
盟
国
と
の
軍
事
演
習
（
実
弾
演
習
も
含
む
）
の
た
め
テ
ニ
ア
ン
、
パ
ガ
ン
で
民
間
管
制
空
域
の
制
限
を
拡
大
す
る
と
発
表
、
地
元
の
強
い
抗
419 共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
議
が
続
く
。
一
方
、
帰
還
者
会
は
一
九
年
八
月
の
第
五
〇
回
を
以
っ
て
南
洋
群
島
慰
霊
と
交
流
の
旅
を
終
え
た
。
日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
の
関
係
を
、
両
地
域
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
経
験
に
根
差
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
東
京
出
身
の
研
究
者
と
し
て
、
先
生
と
の
共
同
研
究
や
自
身
の
活
動
を
通
じ
て
得
た
つ
な
が
り
を
、
さ
ら
に
深
め
、
つ
な
げ
て
ゆ
き
た
い
。（
小
野
啓
子
さ
ん
に
資
料
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。）
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。
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縄
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と
約
三
・
六
万
人
が
参
加
（
統
合
幕
僚
監
部
「
平
成
28
年
度
日
米
共
同
統
合
演
習
（
実
動
演
習
）「K
een Sw
ord17/28FT
X
」
に
つ
い
て
」
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
一
日
）、
一
九
四
二
年
の
テ
ニ
ア
ン
総
人
口
約
一
・
六
万
人
の
二
倍
以
上
の
人
数
で
あ
る
。
一
九
年
に
米
海
軍
は
同
盟
国
と
の
軍
事
演
習
（
実
弾
演
習
も
含
む
）
の
た
め
テ
ニ
ア
ン
、
パ
ガ
ン
で
民
間
管
制
空
域
の
制
限
を
拡
大
す
る
と
発
表
、
地
元
の
強
い
抗
419 共同研究「ミクロネシアと沖縄」をご一緒して
議
が
続
く
。
一
方
、
帰
還
者
会
は
一
九
年
八
月
の
第
五
〇
回
を
以
っ
て
南
洋
群
島
慰
霊
と
交
流
の
旅
を
終
え
た
。
日
本
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
の
関
係
を
、
両
地
域
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
経
験
に
根
差
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
東
京
出
身
の
研
究
者
と
し
て
、
先
生
と
の
共
同
研
究
や
自
身
の
活
動
を
通
じ
て
得
た
つ
な
が
り
を
、
さ
ら
に
深
め
、
つ
な
げ
て
ゆ
き
た
い
。（
小
野
啓
子
さ
ん
に
資
料
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。）
